
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
撮像手段から得られる画像を記録する記録装置の未記録容量を検知する検知手段と、
前記検知手段によって検知された未記録容量を表示する表示手段と、
１枚の画像を得るための撮影を行う第１の撮影モードと時間的に連続した複数の画像を得
るための第２の撮影モードとを切り替える切替手段とを有し、
前記表示手段は、前記切替手段による第１の撮影モードの選択に応じて枚数単位で前記記
録装置の未記録容量の表示を行い、前記切替手段による第２の撮影モードの選択に応じて
時間単位で前記記録装置の未記録容量の表示を行うことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
請求項１において、前記表示手段は、前記第１の撮影モードが選択された場合、前記記録
装置の未記録容量が所定値以下となった場合、前記記録装置の未記録容量を表示すること
を特徴とする撮像装置。
【請求項３】
請求項１において、さらに、撮像手段から得られる画像の圧縮率を設定する設定手段を有
し、前記表示手段は、前記設定手段によって設定された圧縮率に対応して前記表示手段の
表示を変更することを特徴とする撮像装置。
【請求項４】
請求項１において、１枚の画像を取得する撮影動作を実行するための第１の操作部材と、
時間的に連続した複数の画像を取得する撮影動作を実行するための第２の操作部材とを有
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し、
前記表示手段は、前記第１の操作部材によって撮影動作を実行する場合には前記表示手段
の表示を枚数単位で行い、前記第２の操作部材によって撮影動作を実行する場合には前記
表示手段の表示を時間単位で行うことを特徴とする撮像装置。
【請求項５】
撮像手段から得られる画像を記録する記録装置の記録済容量を検知する検知手段と、
前記検知手段によって検知された記録済容量を表示する表示手段と、
１枚の画像を得るための撮影を行う第１の撮影モードと時間的に連続した複数の画像を得
るための第２の撮影モードとを切り替える切替手段とを有し、
前記表示手段は、前記切替手段による第１の撮影モードの選択に応じて枚数単位で前記記
録装置の記録済容量の表示を行い、前記切替手段による第２の撮影モードの選択に応じて
時間単位で前記記録装置の記録済容量の表示を行うことを特徴とする撮像装置。
【請求項６】
撮像手段によって取得された画像を記録する記録装置の未記録容量を検知する検知手段と
、
前記検知手段によって検知された未記録容量を撮影可能時間として表示する表示手段と、
前記撮像手段による撮影の時間間隔を設定する設定手段とを有し、
前記表示手段は、前記設定手段によって設定された撮影の時間間隔に対応して、前記表示
手段による撮影可能時間の表示を変更することを特徴とする撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は撮像装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、スチルと連写（ムービー）の撮影、記録が可能な撮像装置に関する発明、出願
がなされているが、その記録装置（メモリー、テープ、フィルムｅｔｃ）に関する表示方
法に関してはまだまだ充分に考慮されていなかった。
【０００３】
また、従来の銀塩フィルムを使用した銀塩カメラでは、一度のレリーズ操作により１枚の
撮影を行なう単写機能とレリーズ操作中は所定の間隔で撮影を繰り返す連写機能をもつも
のがある。これら銀塩カメラにおける連写は、ビデオの再生の様に時系列に１枚１枚再生
して見るのでなく、プリントして同時に見れるため、時間軸での表示は行なわれず、フィ
ルムのコマ数によって使用枚数や残り枚数を表示するだけであった。
【０００４】
また、カムコーダーでも最近はスチル撮影部材の操作によりスチル画の記録が行なえるも
のが発売されているが、あくまでスチル撮影は補助的な機能であり、テープの使用量、残
り量に関しては時分秒単位での表示に限られていた。また、カムコーダーにおけるムービ
ー撮影ではＮＴＳＣやＰＡＬといった放送規格に従って、撮影レートが秒間６０フィール
ドや５０フィールドに固定されている。そのため、テープの使用量や残り量はその撮影レ
ートで撮影された場合の時間表示のみであった。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
そこで、本発明は、スチル／連写の撮影、記録が可能な撮像装置の記録装置に関する表示
方法に関して、最適な方法を考案することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段及び作用】
そこで、本発明では、
（１）被写体像の情報を記録する記録装置の記録済容量もしくは未記録容量に関する表示
を、撮影モードがスチル／連写のいずれかの選択に応じて、スチルモードの時は枚数単位
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で表示を行ない、連写モードの時には時間単位で表示を行なうことにより、これから撮影
しようとしているモードでどれぐらいの撮影が（スチルだと何枚の撮影が、連写だと何秒
の撮影が）可能なのかが一目でわかる様にした。
（２）被写体像の情報を記録する記録装置の未記録容量が所定の値以下になった場合に、
未記録容量を表示することにより、多数桁表示を行なうことなく、装置の小型化、ローコ
スト化をはかった。
（３）被写体像の情報を記録する記録装置の記録済容量もしくは未記録容量を表示する際
に、スチル撮影開始部材が操作された時には枚数単位で表示を行ない、連写撮影開始部材
が操作された時には時間単位で表示を行なうことにより、撮影モードに対応した表示を自
動的に行なえる様にした。
（４）被写体像の情報を記録する記録装置の記録済容量もしくは未記録容量を表示する際
に、設定された時間間隔で連写撮影するモードの場合、設定された時間間隔に対応して表
示内容を変更することにより、これから撮影しようとしている連写速度でどれぐらいの時
間の撮影が可能なのかが一目でわかる様にした。
（５）被写体像の情報を設定された圧縮率で圧縮して記録する記録装置の記録済容量もし
くは未記録容量を表示する際に、設定された圧縮率に対応して表示内容を変更することに
より、これから撮影しようとしているモードでどれぐらいの撮影が（スチルだと何枚の撮
影が、連写だと何秒の撮影が）可能なのかが一目でわかる様にした。
【０００７】
【実施例】
図１～図６に本発明の実施例を示す。
図１中、８は、カメラの撮影モードをスチルもしくは連写に切り替えるスチル／連写切替
ＳＷである。９は後述の圧縮回路３の圧縮率を切り替える圧縮率設定手段で、圧縮率１／
２（高画質モード：Ｆ）、圧縮率１／５（標準モード：Ｓ）、圧縮率１／１０（多数枚撮
影モード：Ｅ）の３種が選択できる様になっている。１０は連写時の連写速度を指定する
連写速度設定手段で、秒間６０コマ以下ならば任意の速度が指定できる様になっている。
１３は表示器７に表示される記録装置の使用状態に関する表示を使用済み容量を表示する
か、残り容量を表示するかを切り替える表示内容切替手段である。１１はスチル撮影開始
のトリガーを与える操作ボタンであり、１２は連写撮影開始のトリガーを与える操作ボタ
ンである。従って、１１が操作されると、スチル撮影がなされ、１２が操作されると、操
作中は１０で設定された連写速度で連写撮影がなされる。
【０００８】
１は撮像部で撮影レンズ３１により結像される被写体像をＣＣＤ３２で光電変換し、電気
信号として取り出す。撮像部１で電気信号として取り出された信号は、公知の信号処理回
路２によりビデオ信号に処理され、表示のためにＥＶＦ６や外部の表示装置につなげるた
めの不図示のコネクタに供給され、また記録装置５に記録するために圧縮伸長回路３に供
給される。公知の手段による圧縮伸長回路３は、上記ビデオ信号をデジタル信号化し、圧
縮率設定手段９で設定された圧縮率で圧縮し、Ｉ／Ｆ４を介して、記録装置５に供給する
。Ｉ／Ｆ４は圧縮伸長回路３と記録装置５のＩ／Ｆであり、ＣＰＵ１３からの命令により
圧縮伸長回路３からの信号を記録装置５に記録したり、記録装置５から映像情報を読み出
し圧縮伸長回路３に供給したりするものである。またＩ／Ｆ４は、記録装置５に備えられ
た記録装置全体の総記録容量や記録済容量、未記録容量を検知する公知の検出器の検出結
果をＣＰＵ１３に通信している。ＥＶＦ６は信号処理回路２により得られたビデオ信号に
各種情報を重畳して表示するのもである。
【０００９】
表示器７はカメラの操作状態に関する各種情報を表示するものである。図２はその表示画
面上の表示を全て表わした物で、スチルモードの場合は「スチル」が、連写モードの場合
は連写速度と共に「連写：（連写速度）１／１５ｓ」が、選択されている撮影モードに応
じていずれかが表示される。また、圧縮率が１／２（高画質モード：Ｆ）、圧縮率１／５
（標準モード：Ｓ）、圧縮率１／１０（多数枚撮影モード：Ｅ）のいずれに設定されてい
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るかにより、「Ｆ」、「Ｓ」、「Ｅ」のいずれかが表示される。さらに、記録装置５の使
用状態に関する情報（使用済容量、もしくは残り容量）が表示される。
【００１０】
次に、本発明の実施例の表示器７の表示動作について説明する。
【００１１】
まず、不図示のＳＷによりカメラの電源が投入され、スチル／連写切替ＳＷ８が連写に、
連写速度設定手段１０が１／５ｓに、圧縮率設定手段９が高画質モード：Ｆに、表示内容
切替手段１３が残量表示に設定されると、図３（ａ）に示す様に「連写：１／５ｓ」、「
圧縮率Ｆモード」、「残り量」の各モードが表示され、記録装置５の残容量が、秒間５コ
マの連写で撮影した時の撮影可能時間で「０Ｍ（分）１８Ｓ（秒）」と表示される。また
この時、スチル／連写切替ＳＷ８をスチルに切り替えると、図３（ｂ）のように連写速度
設定手段１０の設定１／５ｓは無視され、「スチル」、「圧縮率Ｆモード」、「残り量」
の各モードが表示され、記録装置５の残容量が、スチル画を撮影可能な枚数で「９４枚」
と表示される。この時、上述の様に、記録装置５の未記録容量（残容量）は不図示の検出
器によって検出され、Ｉ／Ｆ４を通じて、ＣＰＵ１３に通信されており、それをＣＰＵ１
３が連写時の撮影可能時間やスチル撮影の可能枚数に計算し、表示しているのである。
【００１２】
このように、記録装置の容量に関する表示を、これから撮影しようとしているモードにあ
わせた単位で表示することにより、どれぐらいの撮影が（スチルだと何枚の撮影が、連写
だと何秒の撮影が）可能なのか一目でわかる様にした。
【００１３】
また、図３（ｃ）に示す様に「連写：１／１５ｓ」、「圧縮率Ｆモード」、「残り量１５
Ｍ（分）３７Ｓ（秒）」の時に、スチル／連写切替ＳＷ８をスチルに切り替えると、スチ
ル撮影の可能枚数は９３７秒（１５分３７秒）×１５コマ／秒＝１４０５５枚となり、表
示器７で表示できなくなってしまう。そこで、図３（ｄ）に示す様にスチル撮影の可能枚
数が９９９９枚以上の時は、スチル撮影において残量を気にする必要もないので、表示を
「－－－－枚」としている。
【００１４】
また、表示内容切替手段１３が使用量表示に設定されたときでも、使用量が９９９９枚以
上になることがあるが、その場合も「－－－－枚」と点滅、表示して、残量表示へのモー
ド切替の警告を出す様にしている。
【００１５】
このように、未記録容量や使用済み容量が非常に多く、いたずらに多数桁表示を必要とす
る場合は表示を行なわない様にしたので、装置の小型化やローコスト化が可能になった。
【００１６】
次に、図４に従って、連写速度切替時の表示の変化について説明する。図４（ａ）は、撮
影モードが１／１５ｓの速度で連写に、圧縮率が標準モード（Ｓ）に、表示内容が残量表
示に設定されている場合の表示である。図４（ａ）によれば、「１５分３７秒」分の撮影
が可能なだけの残量がある。この時、連写速度設定手段１０により、連写速度を１／６０
ｓに設定すると、１秒間に撮影される画面枚数は１５枚から６０枚へ４倍になるので、撮
影可能時間は１／４になり、残量表示は図４（ｂ）に示す様に「３分５４秒」となる。
【００１７】
このように、設定された時間間隔に対応して表示内容を切り替えることにより、これから
撮影しようとしている連写速度でどれぐらいの時間撮影が可能なのかが一目でわかる様に
なり、撮影途中での容量切れを未然に防止できる様になった。
【００１８】
次に、図５に従って、圧縮率切替時の表示の変化について説明する。図５（ａ）は、撮影
モードがスチルに、圧縮率が高画質モード（Ｆ：圧縮率１／２）に、表示内容が残量表示
に設定されている場合の表示である。図５（ａ）によれば、「１７」枚の撮影が可能なだ
けの残量ある。この時、圧縮率設定手段９により、圧縮率を多数枚撮影モード（Ｅ：圧縮
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率１／１０）に設定すると、圧縮率が１／２から１／１０に変化するので、１枚あたりの
記録に使用される記録容量は１／５になるので、撮影可能枚数は５倍になり、残量表示は
図４（ｂ）に示す様に「８７枚」となる。
【００１９】
このように、設定された圧縮率に対応して表示内容を切り替えることにより、これから撮
影しようとしている圧縮率でどれぐらいの撮影が（スチルだと何枚の撮影が、連写だと何
秒の撮影が）可能なのかが一目でわかる様になり、撮影途中での容量切れを未然に防止で
きる様になった。
【００２０】
次に、図６に従って、カメラ撮影時の表示の変化について説明する。図６（ａ）は、撮影
モードが１／１５ｓの速度で連写に、圧縮率が高画質モード（Ｆ）に、表示内容が使用量
表示に設定されている場合の表示である。図６（ａ）によれば、「１分１３秒」の連写撮
影に必要な分の記録容量が使用されている。本実施例のカメラはスチル／連写切替ＳＷ８
による撮影モードの設定にかかわらず、撮影者のとっさの要求に応える様にスチル操作部
材１１や連写撮影部材１２の操作により撮影モードの変更が行なわれ、スチル撮影や連写
撮影が行なえる様になっている。従って、この時、スチル操作部材１１を操作するとスチ
ル撮影が行なわれ、撮影後の表示は図６（ｂ）に示す様にスチルモードに自動的に変更さ
れる様になっており、使用済み容量は「１０９６枚」となる。これは、撮影モードがスチ
ルの状態で、連写撮影部材１２が操作された時も同じで、その時には自動的に表示が連写
時の時間単位の表示に切り替わるようになっている。
【００２１】
このように、記録装置の容量に関する表示を、操作された撮影開始部材に対応した表示に
自動的に切り替えることで、撮影後の容量確認を撮影モードに対応した単位で行なえる様
になった。
【００２２】
最後に、本発明の実施例において、使用量表示時は端数がある時は切り上げ表示に、残り
量表示時は端数がある時は切り捨て表示にて、表示されている。これは、実際の残容量が
表示の残容量よりも確実に多くするためのものである。これが、図３（ａ）で残り量「１
８秒」が、図３（ｂ）で５倍の９０枚にならず、残り量「９４枚」になる理由であり、図
４、図５、図６の場合も同様である。
【００２３】
【発明の効果】
以上説明した様に本発明では、以下に述べるような効果が得られた。
（１）記録装置の容量に関する表示を、撮影モードがスチル／連写のいずれかを検知し、
スチルモードの時は枚数単位で表示を行ない、連写モードの時には時間単位で表示を行な
うことにより、これから撮影しようとしているモードでどれぐらいの撮影が（スチルだと
何枚の撮影が、連写だと何秒の撮影が）可能なのか一目でわかる様にし、操作性を大幅に
改良した。
（２）未記録容量のことをあまり気にせずに撮影できる状態では残量の表示は行なわず、
記録装置の未記録容量が所定の値以下になった場合にのみ、未記録容量を表示することに
より、不要な多数桁表示を省き、装置の小型化が可能になった。また、逆に同じ大きさで
表示を行なう場合、１つ１つの数字を大きく表示でき、視認性を大幅に向上させることが
可能になった。さらに、表示桁数を少なくできることで、表示器やその駆動回路のローコ
スト化が可能になった。
（３）記録装置の容量に関する表示を、スチル撮影開始部材が操作された時には枚数単位
で表示し、連写撮影開始部材が操作された時には時間単位で表示することにより、撮影モ
ードに対応した表示に自動的に切り替え、撮影後の容量確認を撮影モードに対応した単位
で行なえる様になり、操作性を大幅に改良した。
（４）記録装置の容量に関する表示を、設定された時間間隔で連写撮影するモードの場合
、設定された時間間隔に対応して表示内容を変更することにより、これから撮影しようと
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している連写速度でどれぐらいの時間撮影が可能なのかが一目でわかる様になり、撮影途
中での容量切れを未然に防止できる様になった。また、操作性の面でも大幅に改良された
。
（５）被写体像の情報を設定された圧縮率で圧縮して記録する記録装置の容量に関する表
示を、設定された圧縮率に対応して表示内容を変更することにより、これから撮影しよう
としている圧縮率でどれぐらいの撮影が（スチルだと何枚の撮影が、連写だと何秒の撮影
が）可能なのかが一目でわかる様になり、撮影途中での容量切れを未然に防止できる様に
なった。また、操作性の面でも大幅に改良された。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の構成図、
【図２】本発明の実施例の表示器の全表示内容を示す図、
【図３】本発明の実施例の表示器の表示例を示す図、
【図４】本発明の他の実施例を示す図、
【図５】本発明の他の実施例を示す図、
【図６】本発明の他の実施例を示す図、
【符号の説明】
１　撮像部
２　信号処理回路
３　圧縮伸長回路
４　Ｉ／Ｆ
５　記録装置
６　ＥＶＦ
７　表示器
８　スチル／連写切替ＳＷ
９　圧縮率設定手段
１０　連写速度設定手段
１１　スチル操作部材
１２　連写撮影部材
１３　表示モード切替手段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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